
　ＩＣＴ機器を活用した授業で学力の
向上は期待できますが、子どもが１
人１台のパソコンを毎日使うからこ
そ成果が上がりますと、前回お話し
しました。そうした環境を整備でき
る自治体は、ＩＣＴ機器を学力向上の
ツールとして活用する方策を考える
べきだと思います。しかし、都市部
で学校数が多いなどの理由で、整備
できるパソコンが１校当たり４０台程
度なのであれば、学力向上よりも、情
報活用能力の育成を想定してＩＣＴ機
器を整備した方が適切だと考えます。
　情報活用能力は、知識・技能を活
用して行う言語活動の基盤となるも
のです。文部科学省では、「情報の科
学的な理解」「情報活用の実践力」「情
報社会に参画する態度」の３観点か
ら８つの要素に整理し、必要な情報
を主体的に収集・判断・表現・処理・
創造し、発信・伝達できる能力を育
むことが必要だとしています（図）。
　情報活用能力にはもちろんＩＣＴ機
器の操作スキルが含まれますが、最
も重視すべきは“Ｃ”のコミュニケー
ションの部分であり、それはＩＣＴ機

器を使わなくても育成できるもので
す。更に、今後ますます推進されるア
クティブ・ラーニングには情報活用能
力を生かして行う活動が数多くあり、
それはグループに１台のパソコンで
も十分に行えます。１校に４０台であ
れば、子どもたちに情報活用能力を
どう身に付けさせるか、アクティブ・
ラーニングにＩＣＴ機器をどう活用で
きるのかという観点で、パソコンとタ
ブレットのどちらが良いのか、アプリ
ケーションは何を入れるべきかといっ
たことを検討すると良いでしょう。

　情報活用能力とはどのような力な
のか、どのようにして育成していく
のかについても、学校現場に十分に
周知し、先生方の意識転換を促して
いくべきだと感じています。
　ＩＣＴ機器を活用した活動として、
よく探究型学習が行われます。特定
のテーマに関してインターネットな
どで調べ、その内容をまとめて発表
する活動です。ところが、特に小学
生の場合、検索したサイトを見ても
未習の漢字や言葉が多く、読めない、
理解できないといったことが多くあ

ります。それにもかかわらず、サイ
トの文章をコピー＆ペーストして資
料をまとめさせてはいないでしょう
か。子どもはその資料を発表するた
めに、辞書で調べたり保護者に聞い
たりして読み仮名を付け、内容をよ
く理解しないまま、発表ではただ資
料を読み上げるのです。聞く側の子
どもたちも内容を理解できないので、
感想を聞かれても「大きな声で発表
していて聞きやすかったです」など、
発表内容とは関係のないコメントが
出てきてしまう。これではとても探
究型学習とはいえません。
　私は必ずインターネットや本を調
べただけでは分からないことを子ど
もたちに質問します。例えば、自動
車産業の調べ学習で「この生産ライ
ンって何？」と聞くのです。そこで
初めて、子どもたちは知恵を絞って
自らの力で調べようとします。「Ａく
んのお父さんが自動車会社に勤めて
いるから聞いてみよう」などという
意見が出てきて、「会社に電話したい」

「メールを送りたい」と、私に相談し
てきます。それが私のねらいですか
ら、あらかじめ企業に連絡し、子ど
もから質問がいくことを伝えておき
ます。子どもたちは自ら企業に連絡
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して情報を手に入れ、発表資料を作っ
ていく中で、知ったことを友だちや
先生、保護者に聞いてほしいと思う
ようになります。そうなると、他者
に伝えるために理解を深め、表現も
工夫するようになります。情報活用
能力のみならず、学力の３要素も育
む、良い循環が回っていくのです。そ
のように子どもたちの意識が向くよ
うにすることが、教員に求められて
いるのではないでしょうか。
　先生方は学級会で話し合い活動を
よくされると思います。例えば、給
食の準備が遅いからもっと早くする
にはどうすればよいか、まず子ども
一人ひとりに方策を考えさせ、それ
を付せんに書いて、似た案で分類し、
何人かのグループにして討論し、そ
の内容を発表して、学級全体で解決
策を考えていく。これはまさしく情報
活用能力の育成につながる活動です。
　ところが、教科学習となると一斉
授業中心の先生が多いようです。授
業中に「分かりましたか？」とよく
発問する先生は、ペア学習やグルー
プ学習を行っていても、結局、教え
込みをしているといえます。もし、子
どもたちが主体的に活動している授
業であれば、子どもの方から「分かっ
た！」と声が上がってくるはずです。
　子ども主体の活動を行う先生は大
勢います。それを学校全体の取り組

みとなるような研修を行い、授業を
変えていってほしいと思います。

　このように、情報活用能力やアク
ティブ・ラーニングの話をすると、「そ
んなレベルの高い能力は学力上位層
のみに指導すればよい」と言う先生
がいます。しかし、子どもは毎日の
ようにインターネットを使い、多く
の情報に触れていますし、将来、ど
んな職業に就いても、情報と無縁に
生きていくことは出来ないでしょう。
情報モラルにしても、小学校高学年
にもなれば、掲示板に書き込みをす
る子どもが出てきますし、友だちの名
前と写真を掲示板に勝手に載せてし
まうケースもあります。問題が生じた
ら禁止にすればよいという発想では、
もはや太刀打ちできないのです。
　更には、今の中学１年生が高校３
年生となる２０２０年度には、新しい
大学入試制度が始まる予定です。現
在は教科別の出題ですが、新しい入
試では「合教科・合科目」「総合型」
の問題重視の方針が打ち出されてい
ます。また、ＣＢＴ方式という、パソ
コン画面上に問題が出て、キーボー
ドやマウスで入力して解答する方法
による、記述式問題の出題も検討さ
れています。

　この入試改革には、学力の３要素
を育む教育への質的転換を図るねら
いがあります。大学入試だからといっ
て高校だけの問題ではなく、小・中
学校にも対応が迫られているのです。
ところが、いまだに一斉授業が中心
であり、パソコンのスキルに関して
も、１分間当たりの入力文字数が、
小学生では平均５．９文字、中学生で
は１７．４文字という状況です（文部科
学省『情報活用能力調査』２０１３年）。
　つまり、情報活用能力の育成はも
う待ったなしの段階なのです。この
情報社会において、地域の子どもた
ちにどのような力を付けていけばよ
いのか、方針をしっかり定める必要
があります。そして、小学１年生か
ら段階的にどのように指導していく
のかを考えて、カリキュラム作成に
真剣に取り組むべき時期が来ている
といえるでしょう。
　その際には、学校への指導的立場
として教育委員会の力がとても重要
になります。まずは、ＩＣＴ機器を活
用する指導に長けた指導主事を担当
にすることが肝要だと考えます。そ
うしなければ、本格的にアクティブ・
ラーニングが始まった時に取り残さ
れてしまうでしょう。更に、情報活
用能力の育成は、特定の教科ではな
く、全ての教科で行っていくもので
す。先生方が教科を超えて取り組む
ための学校支援も大事です。
　先生自身の情報活用能力を高めて
いくことも、実は重要です。思い切っ
て、職員会議を電子黒板やタブレッ
ト端末を用いて行ってみるのはどう
でしょうか。通常は文書を配布して
説明すると思いますが、検討内容を、
例えばイメージ写真を提示しがら説
明したりするのです。情報活用能力
を身に付けることでどのような利点
があるのか。教員自身が実感してこ
そ、子どもへの充実した指導が可能
になると考えます。
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＊文部科学省「21世紀を生き抜く
児童生徒の情報活用能力育成の
ために」を基に編集部で作成

情報活用能力の３観点８要素

情報の
科学的な理解

情報活用の
実践力

情報社会に
参画する態度

自らの情報活用を評価・
改善するための基礎的
な理論や方法の理解

必要な情報の主体的な
収集・判断・表現・処理・
創造

情報や情報技術が果た
している役割や及ぼし
ている影響の理解

情報手段の特性の理解
受け手の状況などを踏
まえた発信・伝達

課題や目的に応じた情
報手段の適切な活用

情報モラルの必要性や
情報に対する責任

望ましい情報社会の創
造に参画しようとする
態度
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今こそ系統的な
カリキュラムを作成




